
 

民俗芸能伝承に係る取組状況 

 

（ふりがな） 

民俗芸能名 

（とっとりかさおどり） 

鳥取傘踊り 

保存団体名 釧路鳥取傘踊り保存会 

保存会員数の推移 

（うち小・中・高生）  

H20.10 H25.10 H30.10 

20人 

（20人） 

    18人 

 （18人） 

   20人 

（20人） 

子どもたちに対する伝

承活動の内容 

  

 これまでの経過 

 取組内容 

取組体制 

 学校との連携 

 保護者との連携 

 指導方法 

 指導会場 

 指導頻度 

   などを記入 

明治１７，１８年に鳥取県池田藩士族１０５戸５１

３人が開拓移住し、その縁で昭和３８年に無形民俗文

化財「因幡の傘踊り」の技術と傘が贈られ、釧路鳥取

傘踊り保存会が継承しました。のちに、鳥取小学校、

鳥取西小学校、鳥取中学校より依頼を受けて傘踊りの

由来と踊りの基本を教えています。 

 会場は、各学校の体育館を使用し、鳥取小学校では

運動会において傘踊りを披露しています。 

伝承活動を継続する上

での工夫 

傘踊りの基本として姿勢を正し、両足の重心のかけ方

や傘の枝の上にあるロクロを見て踊ることを指導して

います。 

伝承活動を継続する上

での課題 

毎年、児童の保存会への加入が減少していますので、

ポスターや学校での傘踊り指導の折に、先生を通じて

保存会員の募集をしています。 

発表機会 

※年間の発表回数と発

表会場を記入 

（過去３年分） 

多来福祭り、おもてなしグルメ、滝祭り、 

ラーメンフェスタ、リバーサイドフェスタ、 

釧路ユースフェス、コア鳥取祭り、鳥取神社祭、 

釧路管内郷土芸能祭 

 




